
♢開会挨拶〈13：30～13：40〉
（NPO）資源リサイクルシステムセンター

近畿経済産業局

♢基調講演〈13：40～14：40〉
「脱炭素時代のサプライチェーン環境経営
～サーキュラーエコノミー＆カーボンニュートラル実現
に向けた取組とDX活用の可能性～」
立命館大学 政策科学部 准教授 中野勝行氏

≪休憩（10分）≫

♢事例報告〈14：50～16：30〉
「廃棄米や非食用米等を用いた紙素材フードロスペーパー」

株式会社ペーパル（奈良市）
「廃食用油のリサイクルシステム」

浜田化学株式会社（尼崎市）
「廃太陽光パネルのリサイクルシステム」

株式会社浜田（高槻市）
「廃プラスチックの高品位リサイクルシステム」

株式会社近江物産（栗東市）
「廃繊維のリサイクルシステム」

株式会社チクマ（大阪市）

♢名刺交換会〈16：30～17：00〉

主催 / NPO資源リサイクルシステムセンター 協力：近畿経済産業局

開催日時

会 場

※会場は定員になり次第、受付を終了させていただきます。

参加
無料

定 員

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（名刺交換会：16：30～17：00）

概 要

DX推進

カーボン
ニュート
ラル
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※新型コロナウイルス感染症の拡大状況等により、
開催方法がオンライン開催のみになる場合があります。 ※プログラム及び内容は予定であり、変更する可能性がございます。

資源リサイクルシステムセンターでは近畿経済産業局と連携しサーキュラーエコノ

ミー（循環経済）実現に向け、環境ビジネスに取り組む意欲をもった企業・研究機

関等のネットワーク形成を支援する取組を行っています。

今回のセミナーでは、基調講演として「脱炭素時代のサプライチェーン環境経営」

と題し、サーキュラーエコノミー実現、ひいては2050年のカーボンニュートラル

実現に向けたサプライチェーン間で対応していく必要がある取組と、それに対する

DX活用の可能性について講演いただきます。

事例報告会では今年度の「地域産業デジタル化支援事業」に参画している5社の取

組についてその概要と成果等について発表いただきます。

また、参加者の間のつながりのきっかけとして、名刺交換の場を設けます。

環境分野で新たにビジネスをお考えの方、従来の製品に付加価値をつける方策を模

索されている方、サプライチェーン対応を模索されている方など、業界を越えての

ご参加をお待ちしております！

☆

☆

☆

☆

☆



普及セミナー

参加申込書（申込締切：2月16日（水））（メール（atou@npo-rsc.org宛）又はFAXにてお申し込みください）

貴社名 参加者氏名 部署・役職 参加方法（会場 or オンライン）

① 会場 オンライン

② 会場 オンライン

③ 会場 オンライン

所在地 ご連絡先

〒 TEL：

FAX：

E-mail ① ② ③

＜お申込み・お問合せ先＞
〒550-0012 大阪市西区立売堀1丁目2-12 本町平成ビル402
NPO法人資源リサイクルシステムセンター 担当：阿藤・飯田
TEL：06-7661-3355 FAX：06-6556-6161
E-mail：atou@npo-rsc.org

■会場案内図 ホテルプリムローズ大阪 鳳凰東の間
〒540-0008 大阪市中央区大手前三丁目1番43号
TEL 06-6941-1231（代表）
〔アクセス〕Osaka Metro 谷町線又は中央線「谷町四丁目」駅下車１-Ｂ出口より徒歩約１分

※個人情報の取り扱い
ご記入頂いた情報は次の3点に利用させていただきますので、お申込みいただいた時点で同意があったものとさせていただきます。また、企業・団体におい

て、受講者本人に代わってお申込みをされた場合は、受講者本人から同意を得た上でお申込みいただいたものといたします。①資源リサイクルシステムセン
ターの実施する本事業の業務に利用するとともに、当センター等が主催する他事業に関するメールでの案内等の情報提供に利用いたします。②共催団体か
らの各種連絡・情報提供(eメールによる事業案内含む)に利用いたします。③講師、各発表者に申込者名簿として配付いたします。

【基調講演】
「脱炭素時代のサプライチェーン環境経営
～ サーキュラーエコノミー＆カーボンニュートラル実現に向けた取組とDX活用の可能性 ～」
2050年のカーボンニュートラル実現に向けて、サプライチェーン全体を通じたCO2排出量の把握と削減の
取組みが加速しています。一方で、欧州を中心として広がってきたサーキュラーエコノミーへ対応すべく、
より一層、製品のライフサイクル全般の環境負荷低減と長寿命化が設計段階から求められるようになってい
ます。脱プラスチックに向けた産官学の取組が加速するなど、脱炭素に向けた様々な取組も進んでいます。
今回は、これら世界的な動きの中で、企業がどのように対応すべきか、DX活用にどのような可能性がある
かについて、わかりやすく説明していただきます。

【事例報告】
「廃棄米や非食用米等を用いた紙素材フードロスペーパー」
自治体や企業から廃棄される米や加工流通段階で食用ではなくなった米をパルプに配合して開発した紙素材
フードロスペーパー「kome-kami」などの取組とDXの活用について報告します。

「廃食用油のリサイクルシステム」
全国23,000店舗から排出される廃食用油を回収リサイクルするシステムとDXの活用について報告します。

「廃太陽光パネルのリサイクルシステム」
今後大量に廃棄が予想される廃太陽光パネルのリサイクルのシステムについて現状と課題、今後の展望に
ついて報告します。

「廃プラスチックの高品位リサイクルシステム」
現在、国際的な課題となっている廃プラスチック問題についてそのソリューションの一つとなる廃プラス
チックの高品位リサイクルについて現状と課題、今後の展望について報告します。

「廃繊維製品のリサイクルシステム」
政府の重点分野とされている廃繊維のリサイクルについて現状と課題、今後の展望について報告します。

FAX：
06-6556-6161

mailto:atou@npo-rsc.org）又はFAX

